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郵 便 は が き
皆が住みよいまちづくりへ

あなたのアイデア・メッセージ
お待ちしています

の
り

し
ろ

住 

所
〒

氏 

名
電 

話

ひびきあい「日野のたから」を
未来につなぐ

自治の力で輝くまち

郵送の場合はこの用紙を切り離し、
次の通り封書を作ってください。

①きりとり線（点線）に
沿って切り、中央を山
折りにします。

②のりしろにのりをつけ
て貼りあわせ、封書を
作ります。

③切手を貼らずにそのま
まポストへ投函してく
ださい。

4

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和 2年 3月
31日まで

近江日野郵便局
承　　認

切手を貼らずに
お出しください

5 2 9 1 6 9 0

日
野
町
河
原
一
丁
目
１
番
地

日
野
町
役
場

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
」
係  
行

あなたのアイデア・
メッセージを

お待ちしています

【お願い】
○提案に対する回答を郵送させていただきますので、氏名・

住所（番地まで）を必ずお書きください。
　名前や番地の掲載がない場合などは、匿名扱いとなり、お

返事できませんので、ご了承ください。
○広報記載の封書以外で提出いただく場合は、タイトルに『住

みよいまちづくりへの提案』と記載してください。
○寄せられた提案は、町長はじめ担当課職員が熟読させてい

ただきます。出来る限り町政に生かせるよう、十分に検討
したうえで回答させていただきますので、回答までに時間
がかかることがあります。

○特定の個人や団体を誹謗、中傷するもの等、内容によって
は回答できないものがあります。

○お寄せいただいた提案は、「広報ひの」に掲載させていた
だく場合があります。その際に氏名の掲載はいたしません。

○担当課ですぐにお答えできるような質問については、電話
でお答えする場合もあります。

提案・問い合わせ先
企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550　Fax.0748-52-2043
メール  kouhou@town.shiga-hino.lg.jp

住みよいまちづくりへの提案
アイデア・メッセージをお待ちしています

　旧姓（旧氏）とは「その人の過去の戸籍上の姓（氏）」のことです。姓（氏）はその人に係る戸籍、または除かれた戸籍
に記載がされています。
◆旧姓（旧氏）併記はこんなときに役立ちます
　◇各種の契約や銀行口座の名義に旧姓が使われる場面で、その証明に使えます。
　◇就職・転職時など、仕事の場面でも旧姓で本人確認ができます。
◆旧姓（旧氏）を併記するためには「住民票に旧姓を併記するための請求手続き」が必要になります
　　旧姓が記載された戸籍謄本等を用意し、本人確認書類、マイナンバーカードまたは通知カードを持って、住民課窓

口で手続きをしてください。
　詳しくは総務省ホームページをご覧ください http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/daityo/kyuuji.html

◆問い合わせ先　住民課　住民担当　☎0748-52-6571
きりとり

　皆さんからのアイデアやメッセージをいただき、
まちづくりに生かし誰もが住みやすいまちにしてい
くため、皆さんの「声」をお待ちしています。

●「住みよいまちづくりへの提案」をお寄せいただ
くための封書を「広報ひの」に掲載します。

●広報に掲載している封書に限らず、電話・ハガキ・
FAX・メールなどで受け付けていますので、ご
意見をお寄せください。

11月5日（火）
からスタート

Qマイナンバーカードを持っていなくても
旧姓を併記する手続きはできますか？
A可能です。国内に住所を有する方は、通

知カードに旧姓を追記するか、マイナン
バーカードを新規に作ることができま
す。すでにマイナンバーカードをお持ち
の方は、追記欄に旧姓を追記することに
なります。

Q旧姓を削除することはできますか？
A必要がなくなった場合等には旧姓

を削除することが可能です。
　　ただし、旧姓を削除した場合には、

その後、氏が変更したときに限り、
削除後に新たに生じた旧姓の中から
1つを選んで再び併記することがで
きます。

Q「住民票の写し」「印鑑登録証明
書」の交付を受けるときに、併
記されている旧姓を表示しない
ようにすることはできますか？
A旧姓は氏名と併せて公証され

ているものであることから、旧
姓または氏の一方のみを表示す
ることはできません。

旧姓併記についてのQ＆A

住民票・印鑑登録証明書・マイナンバー
カードに旧姓（旧氏）が併記できます

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

薬
局
で
薬
を
処
方
し
て
も
ら
う
と
、
必

ず
「
お
薬
手
帳
は
お
持
ち
で
す
か
」
と
聞
か

れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
お
持
ち
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す
か
。

○
お
薬
手
帳
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は

　

今
ま
で
に
処
方
さ
れ
た
薬
の
名
前
、
飲

む
量
、
回
数
、
飲
み
方
、
副
作
用
な
ど
が
記

録
さ
れ
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い
る
手
帳
で
す
。
薬
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ど
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き
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す
。
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う
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ギ
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。
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療
機
関
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き
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帳
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提
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口
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担
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。

○
な
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お
薬
手
帳
に
記
録
さ
れ
た
情
報
は
、
医

療
機
関
や
薬
局
で
薬
を
処
方
す
る
と
き
の

参
考
に
な
り
ま
す
。
服
用
し
て
い
る
薬
と
の

飲
み
合
わ
せ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
過
去
に
か

か
っ
た
病
気
に
よ
る
副
作
用
な
ど
を
確
認

で
き
る
大
事
な
手
帳
で
す
。

○
１
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う

　

薬
局
や
病
気
ご
と
に
お
薬
手
帳
を
使
っ

て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
薬
局
が
違

う
か
ら
と
分
け
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。安
全
に
薬
を
服
用
す
る
た
め
に
も
、

お
薬
手
帳
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１
冊
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ま
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ょ
う
。

○
電
子
版
の
お
薬
手
帳
も
あ
り
ま
す
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ど
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帳
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つ
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も
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方
法
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画
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ど
、
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利
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応
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い
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プ
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ケ
ー
シ
ョ

ン
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ご
と
に
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め
、
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用
し
て
い

る
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局
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認
が
必
要
で
す
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電
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お
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手
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提
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。

○
万
が
一
の
備
え
と
し
て
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、
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か
り
つ
け
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医
療
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関

以
外
で
受
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し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合

な
ど
に
、お
薬
手
帳
が
活
躍
し
ま
す
。
ま
た
、

常
に
持
ち
歩
く
こ
と
で
事
故
や
急
な
病
気

の
と
き
な
ど
も
自
分
が
飲
ん
で
い
る
薬
の

情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
治
療

が
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
『
お
薬
手
帳
』
は
正
し
く
活
用
し
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し
ょ

う
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除
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発
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さ
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す

～
年
末
調
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・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
平
成
31
年
1
月

1
日
か
ら
令
和
元
年
10
月
1
日
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上

旬
か
ら
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
2
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
2

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
納
付
さ
れ
た

方
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
国
民
年
金

保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
で
き
ま

す
。（
そ
の
際
は
ご
家
族
分
の
証
明
書

も
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

～
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
～

　

令
和
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年
度
の
国
民
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金
保
険
料
額

は
、1
か
月
1
6
，4
1
0
円
で
す
。
保

険
料
は
、
日
本
年
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構
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送
付
さ

れ
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納
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書
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関
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便
局
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納
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。
ま
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ジ
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よ
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納
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ン
タ
ー
ネ
ッ
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利
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し
て
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納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お

得
な
口
座
振
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あ
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ま
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。

　

保
険
料
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
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【お願い】
○提案に対する回答を郵送させていただきますので、氏名・

住所（番地まで）を必ずお書きください。
　名前や番地の掲載がない場合などは、匿名扱いとなり、お

返事できませんので、ご了承ください。
○広報記載の封書以外で提出いただく場合は、タイトルに『住

みよいまちづくりへの提案』と記載してください。
○寄せられた提案は、町長はじめ担当課職員が熟読させてい

ただきます。出来る限り町政に生かせるよう、十分に検討
したうえで回答させていただきますので、回答までに時間
がかかることがあります。

○特定の個人や団体を誹謗、中傷するもの等、内容によって
は回答できないものがあります。

○お寄せいただいた提案は、「広報ひの」に掲載させていた
だく場合があります。その際に氏名の掲載はいたしません。

○担当課ですぐにお答えできるような質問については、電話
でお答えする場合もあります。

提案・問い合わせ先
企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550　Fax.0748-52-2043
メール  kouhou@town.shiga-hino.lg.jp

住みよいまちづくりへの提案
アイデア・メッセージをお待ちしています

　旧姓（旧氏）とは「その人の過去の戸籍上の姓（氏）」のことです。姓（氏）はその人に係る戸籍、または除かれた戸籍
に記載がされています。
◆旧姓（旧氏）併記はこんなときに役立ちます
　◇各種の契約や銀行口座の名義に旧姓が使われる場面で、その証明に使えます。
　◇就職・転職時など、仕事の場面でも旧姓で本人確認ができます。
◆旧姓（旧氏）を併記するためには「住民票に旧姓を併記するための請求手続き」が必要になります
　　旧姓が記載された戸籍謄本等を用意し、本人確認書類、マイナンバーカードまたは通知カードを持って、住民課窓

口で手続きをしてください。
　詳しくは総務省ホームページをご覧ください http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/daityo/kyuuji.html

◆問い合わせ先　住民課　住民担当　☎0748-52-6571
きりとり

　皆さんからのアイデアやメッセージをいただき、
まちづくりに生かし誰もが住みやすいまちにしてい
くため、皆さんの「声」をお待ちしています。

●「住みよいまちづくりへの提案」をお寄せいただ
くための封書を「広報ひの」に掲載します。

●広報に掲載している封書に限らず、電話・ハガキ・
FAX・メールなどで受け付けていますので、ご
意見をお寄せください。

11月5日（火）
からスタート

Qマイナンバーカードを持っていなくても
旧姓を併記する手続きはできますか？
A可能です。国内に住所を有する方は、通

知カードに旧姓を追記するか、マイナン
バーカードを新規に作ることができま
す。すでにマイナンバーカードをお持ち
の方は、追記欄に旧姓を追記することに
なります。

Q旧姓を削除することはできますか？
A必要がなくなった場合等には旧姓

を削除することが可能です。
　　ただし、旧姓を削除した場合には、

その後、氏が変更したときに限り、
削除後に新たに生じた旧姓の中から
1つを選んで再び併記することがで
きます。

Q「住民票の写し」「印鑑登録証明
書」の交付を受けるときに、併
記されている旧姓を表示しない
ようにすることはできますか？
A旧姓は氏名と併せて公証され

ているものであることから、旧
姓または氏の一方のみを表示す
ることはできません。

旧姓併記についてのQ＆A

住民票・印鑑登録証明書・マイナンバー
カードに旧姓（旧氏）が併記できます
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